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パネリスト

山口鉄平 大園博昭 木住野奈夫人 松尾和昭根本征



山口 鉄平 (Teppei YAMAGUCHI)
●システム統括本部 技術支援本部(元) 
●技術普及担当者 
●研究開発 => コーチ => 上記 
●小さいサービスもあれば大きいサービスもある 
●アジャイル開発プロセス多め 
●職能横断チーム 
●UTからE2Eまで幅広く経験



体制とロール（一例）
エンジニアというロー
ルが中心にあり、それ
ぞれがバックエンドを
担当したり、クライア
ントを担当したりして
いるのが特徴的。 

テストはチーム内でや
るスタンス。 

QAというプロセスは
存在しないが、QAエ
ンジニアっぽい仕事を
するケースもある。
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大園 博昭 (Hiroaki OZONO)
●UI Test Automationチーム 
●テスト自動化エンジニア 
●QAエンジニア => 今 
●小さいサービスもあれば大きいサービスも
ある 

●アジャイル開発プロセス 
●職能横断チーム 
● E2Eをメインに活動中



体制とロール（一例）
テスト自動化、SET、
QAが別部署なのが特
徴的。 

自動化エンジニアも
プロダクト開発に参
画しながら支援。 

自動化、SET、QAと
役割分担ができてい
る形。
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木住野 奈夫人 (Naoto KISHINO)
● SETグループ 
● Software Engineer in Test (SET) 
●開発志向 => QAエンジニア => 今 
● HOME'Sという中規模Webサービス 
●ふんわりアジャイル開発 
●職能横断チーム 
● E2Eをメインに活動中 
● CI/CDの整備・拡充 
●レガシーなリリースフローの改善・自動化



プロダクト

体制とロール（一例）
SETが去年できた。 

QAはコンサル的に入
ることが多く、現場
でテストをまわそう
としているのが特徴
的（Yさんに似てい
る）。 

SETはリリース前自
動テストと依頼ベー
スで自動テスト支援
などを行っている。
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根本 征 (Tadashi NEMOTO)
●Automation & QAグループ 
●自動化エンジニア 
●新卒 => Webバックエンド => SET => 今 
●メルカリという大きいサービス 
●ふんわりアジャイル開発 
●職能横断チーム 
● E2Eをメインに活動中



体制とロール（一例）

プロジェクト プロジェクト プロジェクト プロジェクト

AQA

PRO DEV

QA DESIGN

AUTO AUTO

PRO DEV

QA DESIGN

PRO DEV

QA DESIGN

PRO DEV

QA DESIGN

iOS Dev

DEV SET

Frontend Dev

DEV SET

Backend Dev

DEV SET

テスト自動化とQAが同
部署なのが特徴的。SET
は職能別にいてプロジェ
クト業務は担当してい
ない。 

徐々に自動化エンジニ
アもプロダクト開発に
参画しながら支援する
形になってきた。 

QAと協業で自動化を進
めるスタイル。



松尾 和昭 (Kazuaki MATSUO)
●コア開発機能チームのテストエンジニア（国

内＆海外）＠クックパッド => シニアエンジ
ニア＠海外スタートアップ=> 今 

●転職ホヤホヤなので今回は 
○過去の経験ベース 
■ふんわりアジャイル開発 
■職能横断チーム 

○世界の自動化事情 
●UTからE2Eまで幅広く経験



プロダクト

体制とロール（一例）

サービス サービス サービス サービス
PRO DEV

QA DESIGN

PRO DEV

QA DESIGN

PRO DEV

QA DESIGN

PRO DEV

QA DESIGN

モバイル基盤グループ（QIT)

Test 
Eng

Test 
Eng

1つのプロダクトを複数部
署で開発しているのが特
徴的。一つのサービスが
大きいときによく見かけ
る体制。 

品質を支えるチームは、
各サービス部署に派遣と
いうよりプロダクトに付
属する感じだったそう。 

マニュアルテストの破綻
を見越して活動されてい
た。Test 

Eng
Test 
Eng
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テスト自動化に関するアンケートを実施
●対象  
○パネリスト 
○自動化に興味のある20人の戦士たち 

●内容 
○現在の開発体制、環境、ロールなど 
○テスト自動化に関する期待値 
○テスト自動化で直面した課題 

●その他 
○複数回答ありにしたのでトータル回答率が100％にならない場
合もあります



用語集
●テスト自動化：テストを自動化すること 
●自動テスト： UT～E2Eまで、自動化されたテストのこと 
●テスター： テスト実行を仕事の主とする人 
●QAエンジニア： テスト設計や実行を含む、品質に関わる全
般的な仕事をする人（テストエンジニアとも呼ばれる？） 

●自動化エンジニア： テスト自動化やデプロイパイプライン
構築などを仕事の主とする人。SETも含むとする



~ 使用上のご注意 ~

このパネルディスカッションに登場する
情報・見解はあくまでも一説であり、そ
の真偽を確定するものではありません。
「ホンマでっか！？」という姿勢でお楽
しみいただけると幸いです。



Q. テスト自動化への 
期待とその結果



テスト自動化への期待 => 結果
● 80% 
○ 素早いフィードバック 

● 60% 
○ テストの効率化 

● 40% 
○ コスト削減 
○ すばやいデリバリ 
○ バグの早期発見 
○ 心の平安

● 80% 
○ 素早いフィードバック 

● 40% 
○ テストの効率化 
○ ヒューマンエラー排除 
○ バグの早期発見 
○ 心の平安



なぜ 
コスト削減が消えた？



Q. テスト自動化の課題と
その対策

インタビュー時に伺った印象的な課題をピックアップしています。



テストが失敗したわけではないが 
別の要因（データ作成とか）で 

テストに失敗してしまう  
80％

20戦士アンケートだと60％ととても高かった。 
類似の課題である「サーバが少ない、弱い、ネットワーク環境が遅いなどが原因でテストが

不安定」はパネリスト50％と高く、20戦士13％と低い。 



テスト自動化チームがいない 
または立ち上げが難しい 

人材がいない、または少ない 
60％

20戦士アンケートだと79％ととても高かった



何を自動化の対象とするか？ 
どのテストを自動化するか? 
のスコープや計画や準備が 
きちんとできていない 

50％
20戦士アンケートだと58％ととても高かった



手動のテストケースを 
そのまま自動化してしまって 

テスト効率が悪い 
50%

20戦士アンケートだと37％と中間値ぐらい。 
類似の質問で「テスターが自動化用テストケースを書けない」は40％。 

20戦士は42％だった。



テスターが 
自動化用テストケースを書けない 

42%



テスト自動化チームが 
マネジメント層やテスター 
他の関係者から十分な 
サポートをもらえない 

20%
20戦士アンケートだと26％ととても低かった



自動化は 
テスター撲滅の 
夢を見るか？



Q. テスト自動化のための 
理想の体制とロール



自動化チームは必要

自動化チーム必要ない



QAエンジニアは必要

必要ない サービスによる



テスター必要ない

仕事内容が変わる



部分的に置き換わる

完全に置き換わる



Q. Agile、DevOpsが 
あたりまえの時代に 
求められる人材とは？



”プログラマが出せない 
価値を出せる人”



”誰もやっていないことに 
果敢にチャレンジする人”



”技術スキルを持ち 
継続的な改善を推進する人”



”越境する人”



”学びを 
続けられる人”



まとめ 
（仮説）



自動化は 
テスター撲滅の 
夢を見るか？



テスターの仕事は自動化によってどうなるか？

●92%：全部ではなく部分的に置き換わる 
●8%：完全に置き換わる 
●0％： 置き換わらない

Note: パネリスト+20戦士の合計値



テスターの仕事は 
自動化によって 
置き換わらない 

0％



テストの未来 
品質の未来



●超高速な環境によってテスト実行スピードも超高
速になったら？ => それDockerでできるよ！ 

●AIやMLの力で自然なシナリオを自動生成できる
ようになったら？ => それOSSでできるよ！ 

●これらを提供するテストサービスが登場した
ら？ => それたくさんあるよ！ 

テストの未来、品質の未来

https://tech.mercari.com/entry/2018/12/10/060000
https://tech.mercari.com/entry/2018/10/25/111559
https://thebridge.jp/2019/02/japaneseenterpreneur-ai-softwaretest-autify-alchemistaccelerator


●テストピラミッドがひっくりかえり 
●探索テストやテスト設計手法すら必要なくなり 
●テスター、QAエンジニア、自動化エンジニア
が必要なくなり 

●完全自動で全ケース網羅すればよくなる

テストの未来、品質の未来

かもね？



価値 
チャレンジ 
継続的な改善 

越境 
学び続ける



Appendix



Test Automation Patterns Wiki 
https://testautomationpatterns.org/wiki/index.php/Main_Page

Resources

テスト自動化をするときのあ
るあるを、課題とパターンに
分類しているサイト。パネル
用事前アンケートの質問はこ
こを参考に作りました。

https://testautomationpatterns.org/wiki/index.php/Main_Page


Agile Testing, Automation and QA の現場https://www.facebook.com/groups/
899860193555436/

Resources

Special Thanks! 

Agile Testing、自動化、QAについて語り合うグ
ループ。おかげさまでメンバーが300人超えまし
た。 

パネリスト以外の人の回答も参考にさせていた
だくため、上記グループの20名の戦士たちにご
回答をいただきました。 
本当にありがとうございます。

https://www.facebook.com/groups/899860193555436/
https://www.facebook.com/groups/899860193555436/
https://www.facebook.com/groups/899860193555436/


質問一覧（組織的な課題）
● テスト自動化による見返り（ROI）を期待しているのに、そのための十分な投

資をしてくれない 
● テスト自動化チームがマネジメント層やテスター、他の関係者から十分なサポー

トをもらえない 
● テスト自動化チームがいない、または立ち上げが難しい。人材がいない、また

は少ない 
● テスト自動化チームのモチベーションが下がってしまっている 
● テスト用のツールや環境がチームによって異なっている 
● テスターが自動化用テストケースを書けない 
● テストが変更や更新されるときのコミュニケーションが不十分。またはそれが

遅い



質問一覧（計画・設計・開発の課題）
● 何を自動化の対象とするか？どのテストを自動化するかのスコープや計画や準備がきちんとできてい

ない 
● テスト自動化対象やそのリリース時期などが現実的なものになっていない。スケジュールが厳しい 
● テスト自動化ははじまったけど、順調に進んでいない 
● テストケースがデータに依存してしまっている 
● テストケースが独立していない 
● 手動のテストケースをそのまま自動化してしまってテスト効率が悪い 
● 自動テスト用テストケースが不十分。またはそれが作られるのが遅い 
● 開発早期に自動化に取り組んでしまい変更に追いつけなくなってしまった 
● テスト結果を用意するのが難しい（検索結果などデータや状況によって変化してしまうとか）  
● テスト自動化対象（システムやアプリなどリリースするもの）やテスト自体のバージョン管理が大変  
● テスト自動化対象が自動でテストしにくい 
● テスト自動化対象が複雑 
● テスト自動化対象がたびたび変更されたり、作り直されたりして自動化が大変



質問一覧（実行の課題）
● テストが失敗したわけではないが、別の要因（データ作成とか）でテストに失敗してしまう 
● テストで失敗してほしいのに成功してしまって困っている 
● サーバが少ない、弱い、ネットワーク環境が遅いなどが原因でテストが不安定 
● テスト実行時間が長すぎる（効率が悪い、OS網羅やブラウザ網羅など） 
● 毎回全ケースを実行しなければならない。細かい単位やスコープでテスト実行ができていない 
● テストのセットアップに時間がかかる 
● テストデータを事前に用意したり自動作成できておらず、都度作成してしまっている 
● テストによって様々なデータができてしまい、パフォーマンスが落ちてしまったり他のテスト

に影響がでてしまう 
● 自動テストなのに実行時にマニュアルでの運用がたくさん存在している 
● テスト自動化のレポートがわかりにくい、便利じゃない、失敗時の分析が難しく時間がかかる 
● テスト結果などのメトリクスを集められていない。または不十分



質問一覧 （運用の課題）
● スクリプト（テストコードも含む）がバグが多い、巨大化してしまって

いる、複雑でメンテが困難 
● スクリプトや環境がメンテされなくなってしまった、メンテされなくなっ

てしまっている、たくさんあって使われているかも謎 
● 大量のテストデータが管理されていない 
● 特定のテストツールやサービスに依存していてそこから抜け出せなくなっ

てしまっている 
● SeleniumIDEのようなキャプチャリプレイ型のツールを導入した結果、

ケースのメンテナンスが大変になっている 
● ドキュメントが不十分、自動化のナレッジがたまっていかない



紹介できなかった 
テスト自動化の課題 

（上位のみ）



● 68% 
○ スクリプト（テストコードも含む）が  

バグが多い、巨大化してしまっている、複雑でメンテが困難 
● 50％ 
○ テストケースがデータに依存してしまっている 
○ 自動テスト用テストケースが不十分、またはそれが作られるのが遅い 
○ 効率が悪かったりOS網羅やブラウザ網羅が必要でテスト実行時間が

長すぎる 
○ テストによって様々なデータができてしまいパフォーマンスが落ちて

しまったり他のテストに影響がでてしまう 
○ サーバが少ない、弱い、ネットワーク環境が遅いなど原因でテストが

不安定

テスト自動化の課題 （パネリスト）



● 40% 
○ テスターが 自動化用テストケースを書けない 

● 33％ 
○ ドキュメントが不十分、自動化のナレッジがたまっていかない 

● 25% 
○ 自動テストなのに実行時にマニュアルでの運用がたくさん存在している 
○ テスト自動化のレポートがわかりにくい、便利じゃない 

失敗時の分析が難しく時間がかかる 
○ テスト自動化対象が自動でテストしにくい 

● 20% 
○ テスト用のツールや環境がチームによって異なっている 
○ テストが変更や更新されるときのコミュニケーションが不十分、または

それが遅い 

テスト自動化の課題 （パネリスト）



テスター撲滅の夢を見るか？
自動化専任チーム 
● 35%： 必要ない 
● 61％： 必要 
● 4%： 立ち上がり必要 
テスター 
● 53％： 必要ない 
● 33%： 必要 
● 7％： チーム外から… 
● 7%： わからないが…

Note: パネリスト+20戦士の合計値

QAエンジニア 
● 74％： 必要 
● 26％： 必要ない 
● 20％： サービスによる 



20戦士の回答 
（上位のみ）



テスト自動化への期待と結果(20戦士)

期待 
● 63% 
○ テストの効率化 

● 58% 
○ ヒューマンエラー排除 

● 52% 
○ すばやいデリバリ 

結果 
● 45% 
○ ヒューマンエラー排除 
○ 心の平安 

● 36% 
○ その他回答



理想のプロセスや組織 
   (左パネリスト 右20戦士)

プロセス 
● 60%：アジャイル開発 
● 0%： ウォーターフォール 

組織 
● 80％： 職能横断チーム 
● 20％： それ以外

プロセス 
● 60%：アジャイル開発 
● 0%： ウォーターフォール 

組織 
● 50％： 職能横断チーム 
● 10％： 職能横断チームではない



必要なロール 
   (左パネリスト 右20戦士)

自動化専任チーム 
● 60%： 必要 
● 25％： 必要ない 
● 5％： 立ち上がり必要 
テスター 
● 25％： 必要ない 
● 25％： 必要ない 
QAエンジニア 
● 70％： 必要 
● 20％： 必要ない

自動化専任チーム 
● 60%： 必要ない 
● 40％： 必要 
テスター 
● 60％： 必要ない 
● 20％： チーム外から… 
● 20%： わからないが… 
QAエンジニア 
● 60％： 必要 
● 20％： 必要ない 
● 20％： サービスによる 
 



テスト自動化の課題 (20戦士)
● 79%：  
○テスト自動化チームがいない、または立ち上げが難しい。

人材がいない、または少ない 
● 63% 
○ドキュメントが不十分、自動化のナレッジがたまってい

かない 
● 60% 
○テストが失敗したわけではないが、別の要因（データ作

成とか）でテストに失敗してしまう



● 58％ 
○何を自動化の対象とするか？ どのテストを自動化する

かのスコープや計画や準備がきちんとできていない 
○テスト自動化対象が自動でテストしにくい 

● 56% 
○スクリプト（テストコードも含む）がバグが多い、巨大

化してしまっている、複雑でメンテが困難 
○スクリプトや環境がメンテされなくなってしまった、メ

ンテされなくなってしまっている、たくさんあって使わ
れているかも謎

テスト自動化の課題 (20戦士)



● 53% 
○テスト自動化対象が複雑 

● 50% 
○大量のテストデータが管理されていない 

● 47% 
テスト結果などのメトリクスを集められていない。または
不十分 

テスト自動化の課題 (20戦士)



● 42% 
○テスト自動化ははじまったけど、順調に進んでいな 

● 40% 
○テスト実行時間が長すぎる（効率が悪い、OS網羅やブ

ラウザ網羅など） 
● 37％  
○テストが変更や更新されるときのコミュニケーションが

不十分。またはそれが遅い

テスト自動化の課題 (20戦士)



予備の質問とその回答 



Q. クリエイティブな 
仕事とは？



”更なるテストの 
効果化・効率化”



”技術を追い 
技術を活用する”



”ユーザビリティの追求 
サービス価値の最大化”



”高度なスキルが伴う仕事 
(テスト設計、コンサルティングなど)”



”意思決定が 
必要なもの”



Q. テスト自動化の 
ベストプラクティス



”簡単なところからはじめ 
それを続けていく”



”設計マジ重要”



”何をしたいか決める”



”価値を伝える”



”プログラミング 
の基礎的な学び”


